
Arm Development Studio（Arm DS）は、製品開発に最適なアーキテクチャの調査から、
リアルタイム・アプリケーションの開発、エッジ・デバイス向けのコーディングまで、
すべてのソフトウェアの開発プロジェクトにお使い頂けます。
システム設計とソフトウェア開発を加速し、高品質の製品を市場に早く投入できる
コストパフォーマンスの高いツールです。

Arm社が提供する全く新しいIPも含めて早期に全てのArmプロセッサをサポート
アーキテクチャの検証、複雑なSoCプロセッサ向けの開発、ヘテロジニアス・
マルチ・プロセッサやマイクロコントローラ向けのアプリケーションの開発など
全ての開発段階で利用できる豊富なツール
Arm社の業界をリードする C/C++コンパイラ、デバッガ、最適化ツール、
シミュレータ・モデルとソフトウェア・パックなど充実したプラットフォーム
5,000個を超えるデバイスのデーターベースから、ロイヤリティ・フリーの
ミドルウェアやリアルタイムOSを含めて利用できる
コードの移植性と再利用を効率化するために、CMSISという規格に基づいた
ソフトウェア・インターフェスを標準化
使い易いIDEにより、エラーの無いソフウェアの開発を早く実現
Armの専門家による技術サポートを提供
ISO認証の開発プロセス

Arm® Development Studio 
Armシステム開発環境のすべてがここに



業界をリードする Arm C/C++ コンパイラ
ਯ૸社からਦ౅औोている Arm コンパイラはল෰औोている
ਯે੏のデバイスのコードをঅルドするために利用औोています。

Arm アーキテクチャと঳คに開発औोるコンパイラは、
Armv��M から Armv��A ��অットアーキテクチャまで、
すべての Arm Corte[ プロサッセの્শをણかした、効率৓な性ચが੭らोます。
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あらゆる状況で柔軟なデバッグ

਌なアドバンテージ�
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パフォーマンスの੝ఒを
णづけています

਌なアドバンテージ�

リンクৎの最適化と Arm C miFroliE ライঈラリを利用して
最৵クラスのコード・サイ६を実現します。
実੠のアプリケーション向けにパフォーマンスを最適化しています。
౐ෞなベンチマークでも v��� から �0� 高速化औोます。
C++�� や C++�� などの最新の੉ୁ規格をણ用できます。

Arm社が開発した CoreSiJKt デバッグおよल 7rDFe 技術は、Arm デバッガに
ঁードウェア঱で全てのタスクとOSにポーティングऔोたアプリケーションの
デバッグを૭ચにします。
౮なるプロセッサやマルチ・プロセッサでଡਛऔोた、複雑なマルチ・コアの
SoC ঱のデバッグも実現します。

ઁい෇೧の Arm ベースのデバイスに੒め設৒を提供
્৒のタスクやスレッドの個શの実ষ਑౪や複雑なঈレークポイントの
設৒などの౥全な 57OS 認௙デバッグを提供
サイクルಖ২で、実ষ৿੿に୶஭をଖえない୵ഥとデータのトレース
コマンド・ライン・デバッガ
レジスタと଩レベル৿੿の調査

システムを最適化するためのパフォーマンス解析ツール
Arm StreDmline パフォーマンスアॼライ२は、/inu[、Androidや
ベアওタルのੌ੢ाシステムのシ性ચੰෲツールです。
Arm StreDmline は、CP8、*P8や౎の Arm IP঱のパフォーマンスの
঎トル・ॿックを、ઍ易にৄणけるহができるように૭ଳ化するツールです。
コードをীෲするহにより、システムの高২なチューニングができます。

システムのパフォーマンスढ़ウンタੰෲにより、パフォーマンスの঎トルॿック、
マルチ・スレッディングのਖ਻とశ効率৓なリソースの使い্の્৒ができます。
プロセス、スレッド、ঢ়ਯళलলしやষの౐ਜ਼で CP8タイムをサンプリグする
ことにより、శ効率৓なコードを્৒します。



਌なアドバンテージ�

਌なアドバンテージ�

最適なコードのధഔ化のために、コアओとにパフォーマンスを૭ଳ化し、
スレッドの৿੿を೾৒できます。
Corte[�M から最新の Corte[�A の CP8 まで、/inu[ やベアওタルの
パフォーマンスੰෲにৌૢします。
ソフトウェアの実ষとਗ਼ৡ଎ાのデータをঢ়৴હけることで
శ効率なコードを્৒できます。

バーॳকルউラッॺフォームपेॉଫ਋प९フॺक़ख़॔の৫৅を৫઩
高速かणਃચ৓にਫનなシミュレーション・プラットフォームは
ঁードウェアがோ૔しない開発ੂ期からソフトウェア開発をはगめらोます。

ベアওタルや/inu[のソフトウェア開発にঁードウェアを૑ਏとしまच॒。
最新のArmプロセッサとওモリ、ঌリフェラルを含िଡണऔोた
バーチャルプラットフォーム�)i[ed 9irtuDl PlDtIormV�を提供します。
Arm )DVt ModelV ベースのढ़スタムのバーチャルプラットフォームで
デバッグとプロフ॓イルができます。

グラフॕッॡスの最適化पेॉଐःঘー२৬ୡを੭らोऽす
アプリケーション৔でళलলऔोる Open*/ ES、9ulNDn、OpenC/ APIを୯඄し、
複雑なフレームの୶஭をੰෲし、グラフィクス・コードの最適化をし易くします。
アプリケーション৔の全 API のళলしを୯඄し、আン・ポイントで性ચのਖ਻や
グラフィックのಳีを્৒できます。

全の API ళলしを୯඄し、フレーム・バッフ॓、テクスチャおよल
シェーॲを含िシステムのৱ౺を૭ଳ化できます。
DrDZFDll によりシーンをレンॲリングし、जोらがどのようにଡਛ
औोているかをਫનにન認し、グラフィックスのಳีをဌ速に検লできます。
コマンド・ラインをৢして৿੿੥ટのデータを਄੭できるので、
অルド・システムにල౐にଁ়できます。このலੌाにより開発システムに
パフォーマンスੰෲをଁ়するহができます。
トレース・リプレイਃચを利用するহで、৊ग৔ઍを複ਯの౮なる
デバイス঱でテストをঽ৿化できます。
ଁ়औोた MDli ड़フライン・コンパイラは、シェーॲ・サイクルを
ढ़ウントし、シェーॲのಯ৓なパフォーマンスੰෲが૭ચです。
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Arm プロセッサのサポート

Cortex-A/R Armv8

Cortex-A Armv9

 

Cortex-A/R Armv7

Cortex-M Armv6/7/8

Arm11 Arm9 Arm7

対応する機能：
    デバッガ、パフォーマンス解析、
Fixed Virtual Platforms 
Maliグラフィクス・デバッガ

コンパイラ

機能安全

機能安全コンパイラとCライブラリ
Qualification Kitと延長保守

すべてのブランド名または製品名は、それぞれの所有者の財産です。 本書に記載されている情報の全部または一部、または本書に記載されて
いる製品は、著作権者の書面による事前の許可なく、いかなる形でも適合または複製することはできません。 本書に記載されている製品は、
継続的な開発および改良の対象となります。 この文書に記載されている製品およびその使用のすべての詳細は誠意を持って記載されています。 
満足のいく品質または目的適合性の黙示的保証を含むがこれに限定されない、暗示または表明されたすべての保証は除外されます。この文書は、
製品に関する情報を読者に提供することのみを目的としています。 現地の法律で認められている範囲内で、本書に記載されている情報の使用
またはその情報の誤りまたは漏れに起因する損失または損害について、Arm および アンドールシステムサポート株式会社は一切の責任を負わ
ないものとします。

お問合せ

自動テストソリューション事業部
Arm ソリューションセンター
Tel: 044-201-7844
E-mail: arm@andor.jp   URL: http://www.andor.jp

Arm DS は、高度な最適に対応したULINK およびDSTREAM ファミリの
デバッグ・プローブを含め、様々なターゲットへの接続方法に対応します。
ULINKファミリはマイクロコントローラのデバッグ専用です。

また、一部のヘテロジニアスなCortex-A/Mのデバッグにも対応しています。
DSTREAMファミリは、高速のストリーミングやトレース能力を持ち、
全ての範囲のArmプロセッサや複雑なマルチ・コアのデバッグに最適です。
また、Arm DSはサードパーティのプローブにも対応しています。

主なアドバンテージ︓
すべてのArmベースのハードウェア・ターゲットのソフトウェアデバッグに対応
異なるニーズに対応するさまざまな機能

デバッグプローブとコードパフォーマンスの微調整

Arm Development Studio のエディション

本カタログに掲載している情報は、2025年8月20日現在の情報です
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※ User-based License(UBL)ではKeil MDKはバンドルされません。


